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1 岡田 大輔の自己紹介
• 教育学部 数学専修 卒業
– 教員免許(数学・情報) 司書教諭 図書館司書
を取得

• 理工学研究科 数理科学専攻 修了
– 東京都立の高校などで情報の非常勤講師

• 私立の中学校で専任司書教諭



• 現在、和歌山大学付属図書館の教員
•「学校図書館での探究学習(調べ学習)」を研究



2 2010年代の大学図書館
2.1 大学図書館内に”勉強のためなら

しゃべってもいい部屋”









2.2 学習支援

• レポートの書き方など、勉強を見てくれる





2.3 図書館内での授業

•「資料の調べ方」の授業
•「データベース」「論文の調べ方」の授業

• 壁がホワイトボードになっている部屋を設置
• 1回生のゼミ







2.4 「図書館」が教育に積極的に関わる

•「図書館内でTT」「探究学習」· · ·



第 I部

「学校図書館での授業」
の目標



3 授業は目標をもって行う
• 目標(=めあて)=児童が身に付ける力

× 教員が目標を理解せずに授業を行う
× テスト範囲が終わってから、”期末テストの難
易度”を決める(中学校)



4 目標と指導と評価の一体化
× シラバスと授業が全く違う(大学)

× 授業の1回分しかテストに出ない(大学)

× 「学生の理解に合わせ、できるところまで進め
ます」と授業の目標が設定されていない(大学)



× 3学期を終えて、予定の半分しかいかなかった
けれど、児童は熱心に取り組んでいた

× 最後の週の”班ごとの発表”で、ほぼ成績をつ
けた

× 授業が終わった後に週案を書く

当たり前ではあるが難しい



5 学校図書館での「目標と指導と評価の一体化」

• 学校図書館でする授業の目標は?

– ”図書の時間”

– 教科の授業
– 総合的な学習の時間
– 雨が降った体育のとき

• 学校図書館は手段であって、目標ではない
• 答えはたくさんあり、自分で決めないといけ
ない



6 目標を先生自身が決めていいときは少ない

• ”総合的な学習の時間”や”道徳”などを除き、
学習指導要領で目標は定められている

→ 全く何もないところから目標を定めることは、
多くの先生方にとって慣れていない



7 修学旅行事前学習の目標
•「修学旅行で広島に行くので、図書館で調べさ
せたい」(小6)

→ この授業の目標を考えてみましょう。
– 本来この流れはおかしい



8 何を身につけさせたいか
•「修学旅行で広島に行くので、図書館で調べさ
せたい」(小6)

• 小学校6年生 8時間程度?

• ”身につけさせたい”=目標� �
この授業で児童に何を身につけさせたいか
書き出してください。� �
ワークシート「修学旅行事前学習の目標」



8.1 隣の人と交換する

• 自分が思いついたものを、他の先生の紙に書き
込む



8.2 さらに隣の人と交換する

• 自分が思いついたものを、他の先生の紙に書き
込む



8.3 大学生が書いた力

(修学旅行の事前学習で)「調べることで、児童に
どのような力を身につけさせたいですか?」
「学校図書館計画論」の初回の授業で、約50人が
1つ∼2つ回答
小中の先生になる学生

• 調べる力 21 人
• 必要な本を見つけられる力 4 人
• 本の中のどこを読めばいいか分かる力 1 人



• 調べたことをまとめる力 6 人



• 自ら疑問を解決する力 21 人



• 情報を取捨選択できる力 11 人
• 読解力 2 人



• 多くの語彙を身につける 1 人
• いろいろな知識 3 人
• 調べたことと実際見てわかったことを関連付け
る力 1 人



• 文学への興味 1 人
• 本への苦手意識を無くす 1 人



• いろいろなことに興味をもつ力 12 人
• 主体性 5 人



• 計画性 2 人
• 集中力 1 人
• 他人と協力する力 1 人



9 観点別評価
学校教育法等に示された学力の要素

• 基礎的・基本的な知識・技能
• 課題を解決するために必要な
思考力・判断力・表現力等

• 主体的に学習に取り組む態度



第 II部

目標を考えるために、
成績のつけ方から考
える



10 インストラクショナル・デザイン

• 学習効果を高めるために、教える具体的な計画
を立てること

• 第二次大戦中のアメリカで、兵隊などの
「最低限のことが必ずできる人間を、大量に効
率良く育てる」ための方法として始まった

• 教える人の属人的な能力に頼らない



•「探究学習」「図書館での主体的な学び」には一
見なじまないが、児童生徒に何を身につけさせ
たいのか改めて考えるに良い手法だと考える

• (ただし、「インストラクショナル・デザインが
興味深い」と思えるようになったのは、現場を
離れてから)



11 目標を考えるために、テストを考える

• 授業案や教材をつくる前に目標をつくる
• シラバスを書く前にテストやレポートの題を考
える(大学)

– テストからつくると、目標が明確になる



– しかし、「修学旅行事前学習のペーパーテス
ト」をつくることはとても困難
∗ 自ら疑問を解決する力
∗ いろいろなことに興味をもつ力
∗ 他人と協力する力
(をもし目標にしたら、)これらのテストをつ
くらないといけない

– *下2つは観点別評価の「態度」に当たる部分



•「修学旅行事前学習のペーパーテスト」を考え
ることはとても良いが、ある程度の”テストの
つくり方の理屈”を知らないといけない。



12 児童全員の評定をする必要

目標を「事典を使って調べることができる」とし
たら、クラスの1人1人が達成したか客観的に
チェックする必要がある

• ペーパーテスト
• 実技テスト
• 実際に調べている様子を観察
• ワークシートや成果物から判断



13 「見てわかる」目標を書く
× 事典の引き方を理解する

– 脳内で何か起きているはずだが測定不可
○ 与えられた言葉を事典で引き、隣の席の児童に
見せることができる

○ 事典についてのテストを解き(、解答用紙に書
く)ことができる

△ 言葉を1つ決め事典を引き、項目の最初の文3

つをワークシートに記入することができる

→ 語尾を”ことができる”にする



• 具体的に書く
× 本に興味をもつことができる
△ 図書館で一月に5冊以上借りることができる
(これはこれでいろいろな別の問題がある)



× OPACの使い方が分かる
○ 書名が与えられたとき、OPACを使って著者
名をワークシートに書くことができる

○ 各自が修学旅行で訪れるところについて書か
れた本を、2冊以上本棚から取り出し、教員
に見せることができる
児童へ求める内容や段階はいろいろある



14 もし「本の帯づくり」で成績をつけるとしたら

•「本の帯づくり」で児童に何を身につけさせた
いのか

• ”読書感想文と違って絵も描けるし、児童どう
し共有できる”を無理に成績に入れる必要はな
いが、、、

• もし10年間継続して、「特に児童の何が伸びた
か分からない」のはまずい



第 III部

目標の明確化



15 「必要な本を探せる」とは
• ”必要な情報を収集”の一部
• テストはつくらないにしても、このままだと大
きすぎる

•「OPAC(本を探すパソコン)で探すことができ
る」だけでは足りない
– 児童は「修学旅行の本」と入れて検索する
– google はそれでいいが、OPACはそこまで
性能は良くない



• 本棚の前で選ぶほうが良い?

•「必要な本」とは何なのか
–「参考文献に書く本を本棚から選べる」?

– 図書館の本の内容を書き写すだけでは物足り
ないが、、、



16 目標の明確化を体験� �
「必要な本を探せる」を明確にしてください� �

1.「必要な本を探せる」を真ん中に書き込む
2.「必要な本を探せる」とは何か文章で書き出す
3. 明確化した目標を書き、四角く囲む

• 1つとは限らない
• 完璧な答えはない



16.1 隣の人と交換する

• 自分が思いついたものを、他の先生の紙に書き
込む



16.2 さらに隣の人と交換する

• 自分が思いついたものを、他の先生の紙に書き
込む



17 「必要な本を探せる」=「テーマを決める」?

• 探究学習で「本を探せる」=「テーマを決める」
• もちろんテーマを決めた後でも本を探す必要は
ある



18 探究的な学習における児童の学習の姿

この流れを児童・生徒が主体的に学習に取り組む
『小学校学習指導要領解説 総合的な学習の時間編』p.16



18.1 大学生が書いた力 その2

• 探したい物事を見つける力 2 人



•「テーマを決めることができる」をどうチェッ
クするか

→「テーマを決めることができる」を明確にする
必要がある

• ワークシートの「テーマ」に書き込んでいるか
否か、は見て分かるが、、、
– このあたりが世界中での教育学の最先端です



• 児童生徒への求める段階はいろいろある
→ 「ルーブリック」
レベルの目安を数段階に分けて記述して、達成
度を判断する基準を示す



稲垣忠ほか「児童のメディア制作を対象としたルーブリッ

ク型教材の開発とタブレット端末による学習支援の試み」



• ワークシートや成果物から判断
→ 「ポートフォリオ評価」



19 本日のまとめ
• 学校司書に授業の相談をしてください
–「雨が降った体育のときに学校図書館に行く」
ことは絶対だめではないですが

→ 学校図書館で授業をする場合、学校司書に
”授業中に何をするか”だけではなく、”目
標”も伝えてください

– ただし、”目標”から”授業中に何をするか”

を考えるのは、学校司書の仕事ではなく、先
生方の仕事です



– ”考えるために学校司書と相談する” は積極
的にしてください。



• 学校図書館での探究学習で、児童に何を身につ
けて欲しいのか(=目標)、常に考えてください
– しかしとても難しいことです

• (読書活動でも)学校図書館で児童生徒に何を身
につけて欲しいのかも考えてください

• 身につけて欲しいことが明確になれば、
– どんな授業をすればいいか
が少しずつ見えてくるはずです


